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釜石市からの報告《続報》 

 

教育委員会教育総務課 主任 齋藤 洋平 

 

１ 申告受付業務について 

 2 月 9日からいよいよ確定申告受付が始まりました。 

 釜石市での確定申告受付は、北広島市と同様に地区の主要な会館等で行い、その後メイン会場で

行います。各地区における業務の内容について簡単に報告します。 

 

◇鵜住居
うのすまい

地区◇ 

  日   程  2 月 9 日（月）から 2月 10 日（火）まで 

  場   所  長内集会所 

申告内容等  前回の報告で記載しましたが、鵜住居地区は釜石市最大の被災地域のため、雑

損控除の繰越を申告する方が多いと予想されましたが、それほどの件数ではあ

りませんでした。 

 ◇甲子
か っ し

地区◇ 

  日   程  2 月 12 日（木）から 2月 16 日（月）まで 

  場   所  甲子公民館 

申告内容等  年金所得者を中心に申告者が多数だったため、正確かつ迅速な対応に努めまし

た。 

 ◇栗橋地区◇ 

  日   程   2 月 17 日（火）から 2月 18 日（水）まで 

  場   所   橋野ふれあいセンター 

  申告内容等   農業所得の方がほとんどでした。北広島市では対応したことのない内容でし

たが、釜石市での事前研修のおかげでなんとか対応することができました。 

 ◇小佐野
こ さ の

地区◇ 

  日   程   2 月 19 日（木）から 2月 24 日（火）まで 

  場   所   小佐野コミュニティ会館 

  申告内容等   年金所得、給与所得、土地の収用に伴う譲渡所得に関する申告が主な内容で

した。 

 ◇唐丹
と う に

地区◇ 

  日   程  2 月 25 日（水）から 2月 26 日（木）まで 

  場   所  唐丹公民館 

  申告内容等  港町のため、漁業所得を申告する方が多数いました。また被災地域でもあった

ので雑損控除の繰越を申告する方もいました。 
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 ◇平田
へ い た

地区◇ 

  日   程  2 月 27 日（金） 

  場   所  上平田ニュータウン集会所 

  申告内容等  この地区も一部が被災地域のため、雑損控除の繰越を申告する方もいました。 

 

 

２ 2 月 17 日地震の発生について 

  2 月 17 日午前 8時過ぎ申告会場に向かっての移動中に地震が発生しました。携帯電話のアラー

ムが鳴り、道路の標識に「地震発生！津波注意報発令」との表示がされ、私が乗った車の中では、

「ラジオつけろ！」「市役所に戻らなくていいのか？」など緊張感が漂いましたが、すぐに課長補

佐から連絡があり、「申告会場は内陸にあり津波の心配がないため、市役所に戻らず通常業務を続

けてほしい」との指示を受け、その日は通常どおり申告受付業務を行いました。 

 釜石市では、震災後津波注意報が発令されると同時に避難勧告も発令されます。今回は 5,639 世

帯、11,643 人を対象に避難勧告が出され、高台の避難場所などに 300 人以上の住民が避難するなど、

市職員も対応に追われましたが、津波注意報は午前 10 時 20 分に解除となりました。避難対象とな

った小学校では、1～2年生と 3～6年生のグループに分かれ避難をしたとのことです。 

 今回の地震における釜石市職員の冷静な対応と迅速な行動は、危機意識や防災意識の高さの表れ

だと感じました。 

 

残りの派遣期間、体調管理を万全に少しでも釜石市職員の力になれるよう頑張ります。 


